





































































































































































Westem pacific (WP)パターン,第2モードはArctic Oscillation (AO)の活動に対応していることがわ
かった｡いずれも北西季節風を介した温度移流がその地上気温の変動に寄与している｡
次に,寒冬であった2005年12月と,暖冬であった2006年12月の天候の差異の要因を,大気循環場の
観点から整理した｡その結果,両年ともwpとAOの二つのパターンが重なり合った結果,日本全域で気
温低下もしくは上昇をもたらす大気循環場になっていたことが示された｡
また,南西諸島を除く夏季の卓越モードとそれをもたらす大気大循環場の関係を調べた｡その結果,全
エネルギーの約90%を説明する三つのモ-ドが抽出された.第1モードは西日本,第2モードは北日本,
第3モードは東日本を中心とする変動であった.大気大循環場との関係では,第1モードはWestAsian-
Japanパターン,第2モードはPacific Japanパタ-ン,第3モードはEurope-Japan 2パターンの活動に対
応していることがわかった｡第1モードは西日本付近での日照時間の多寡により,第2 ･第3モードはオ
ホーツク海高気圧の変動にともなう冷涼な北東気流(ヤマセ)による温度移流と日照時間の多寡によりも
たらされていることが示された｡
以上,八木晃司提出の博士論文は,日本の冬季と夏季の天候を左右する大気循環場の特徴に関する多
くの新知見を得ており,本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
示している｡よって,八木晃司提出の博士論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める｡
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